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	令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果
	分析

	体力・運動能力＜男子＞

	○全国の記録と比べて上回っている
「握力」「20ｍシャトルラン」「立ち幅跳び」「ソフトボール投げ」
○全国の記録と比べてほぼ同程度
「反復横跳び」「上体起こし」
	○全国の記録と比べて下回っている
「長座体前屈」「50ｍ走」
	柔軟運動や走り方の姿勢など、競技に応じた筋力の使い方について指導していく。昨年同様に継続して全身持久力の更なる向上を目指し、学習活動の充実を図っていく。

	体力・運動能力＜女子＞

	○全国の記録と比べて上回っている
「ソフトボール投げ」
○全国の記録と比べてほぼ同程度
「握力」「上体起こし」「反復横跳び」
	○全国の記録と比べて下回っている
「長座体前屈」「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」
「立ち幅跳び」
	授業を通してバランスの良い体力作りを行うとともに、個々の課題に応じた体力の向上に向かうための幅広い活動が必要である。

	運動・スポーツへの意識、運動習慣

	〇「運動やスポーツが好き」と回答
男子…88.2%(R6…92.1%)  女子…80.6%(R6…84.7%)
〇「体育の授業が楽しい」と回答
　男子…91.1%(R6…92.1%)  女子…91.7%(R6…84.8%)
	〇体育の授業を除く１週間の総運動時間が60分
未満の「ほとんど運動しない子ども」の割合
男子…5.9%（R6…7.9%）女子…11.1%(R6…15.2%)
	昨年度よりも、「ほとんど運動しない子ど
も」は減少しているが、ゲーム的要素を加え、楽しんで体力作りを行うことができる活動の充実を図っていく。

	三つの取組


	①体育・保健体育等の
授業の充実
	②授業以外で子どもの
運動機会を創出する取組
	③子どもが自ら
健康の保持増進を図る取組

	具体的な取組

	〇運動の機会の充実を図る環境整備の推進三間(仲間、時間、空間)の創出
・学級全員遊び　・跳び箱、鉄棒、マット週間
・異学年交流「かかわり愛タイム」の体育館遊び
〇教師と共に体を動かす機会の設定
・教師が率先して子どもを誘い、ともに遊ぶ
〇児童委員会による体力づくりにつながるイベントの企画・運営
・運動委員会、集会委員会、書記局等
〇「雪かきチョボラ・雪あそびチャレンジ」
の参加促進
　・屋外で運動する機会が減少する冬期間に
雪に親しみながら運動する機会の推奨

○「課題探求的な学習」の推進
・子供が運動の楽しさに触れられるような体育の授業の工夫
・運動の得手・不得手に関わらず、どの子も「できた」という成功体験を得られるよう個に応じた指導
・１人１台端末を児童相互で活用した課題探求的な学習活動の実施
○体育の授業における運動の多様性、運動量の向上
・運動の多様性、体力の向上を目指した体育の授業の工夫
・スポーツテストの結果を踏まえた、個に応じた指導
・運動量を意識した授業づくり

	
	〇各教科等の内容を関連付けた健康教育の推進
・手洗い、うがい、換気の励行、日常的なハンカチ・ティッシュの携帯、使用
　→学校だより、保健だより、給食だより等による家庭への周知と連携、保健委員会による啓蒙活動
〇「まほうのかいわ」を合言葉にした、家庭と連携した生活習慣、食習慣づくり
　・本校の指導の重点(３つの『あ』…「挨拶」「安全」(歩き方)、「温かな心」の年間を通した指導
　・「早寝・早起き・朝ごはん」の推奨
〇栄養教諭と連携した児童の実態に基づいた食育指導
〇保健主事・養護教諭と連携した性に関する指導
〇外部講師の活用による出前授業の充実
・助産師、薬物乱用防止、ＳＮＳの扱い方等



	家庭・地域との
連携・協働

	○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技テストや観察等）
○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用
○学校独自の児童・生徒アンケートや保護者アンケート等の活用、学校評議員・学校関係者評価等の活用　



